
自
主
財
源
の
強
佑
を
は
か
る
②
行
政

の
能
率
的
、
合
理
的
な
運
営
を
図
る

た
め
に
、
よ
り
よ
い
機
構
、
事
務
の

簡
素
化
な
ど
を
す
す
め
る
l
の
二
点

に
留
意
す
る
。

ま
た
、
③
こ
ん
苫
の
補
正
予
算
案

は
、
公
共
事
業
の
早
期
着
工
、
早
期

完
了
を
図
る
た
め
、
緊
急
に
措
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
設
事
業
守
中

心
に
編
成
し
た
④
病
院
事
業
会
計
再

建
の
た
め
の
一
般
会
計
の
財
政
圧
迫

を
強
〈
感
じ
る
が
、
幸
い
に
病
院
事

業

再

建

債

一

億

三

千

九

百

万

円

の

長

昭

和

四

十

二

年

度

の

地

区

長

総

会

は

一

議

題

の

審

議

、

市

長

ま

た

は

助

役

が

こ

期

債

の

借

入

を

完

了

、

入

院

患

者

、

一

地

氏

C
と
に
五
月
一
手
三
日
の
草
野
一
と
し
の
農
林
業
・
商
工
業
振
興
施
策
、

外

来

患

者

の

数

も

三

月

以

来

順

調

に

菅

田

旭

区

か

ら

六

月

六

日

の

大

川

地

区

一

観

光

行

政

、

財

政

問

題

な

ど

に

つ

い

て

円

民

一

圃

凶

圃

，

一

増

加

レ

、

ょ

っ

ゃ

く

再

建

車

道

に

ま

で

八

地

区

で

行

な

い

、

残

る

二

地

区

警

の

あ

と

、

意

見

や

要

望

を

聞

き

ま

金

す

一

一

園

開

M
4一
乗

り

は

じ

め

た

⑤

道

路

や

霊

帯

主

く

開

く

乙

と

に

し

て

い

ま

す

。

一

長

。

一
一
一
一
二
一
一
一

J
-
4

・
4
一

民

の

日

常

の

生

活

に

結

び

つ

い

た

最

総

会

は

地

区

長

会

の

議

題

の

討

警

一

み

な

さ

ん

の

要

望

を

ま

と

め

た

と

こ

一

一

一

一

一

一

一

一

七

一

ド

」

昭

和

田

士

写

度

の

雇

害

補

正

一

去

誌

な

も

の

で

あ

る

の

で

、

乏

は

じ

め

、

室

長

地

区

へ

出

む

い

て

一

一
一
一
一
一
一
一
，
刈

1
一
予
算
案
の
提
案
説
明
で
、
市
長
は
お
よ
一
し
い
財
源
の
中
か
ら
で
き
る

E

E

の
警
報
告
し
て
協
力
義
め

一

一

一

一

一

一

|

|

|

長

の

よ

う

に

述

べ

ま

し

た

。

一

く

の

予

算

を

あ

て

て

い

る

が

、

乙

ん

ま

た

、

霊

長

す

る

市

民

の

み

な

さ

一

一

一

一

一

一

病

院

再

建

も

軌

道

に

一

足

量

・

県

道

の

整

備

促

進

に

も

ん

率

直

な

責

や

要

望

聞

い

て

市

一

一

一

一

一

一

乙

ん

C
の

雨

量

営

に

あ

た

っ

て

一

よ

り

以

上

の

努

力

を

傾

注

し

た

い

。

政

に

反

映

し

よ

う

と

い

う

の

が

そ

の

ね

一

三

一

一

は

①

財

源

の

効

率

的

な

配

分

に

よ

っ

一

議

決

さ

れ

た

も

の

の

う

ち

、

お

も

な

ら

い

で

あ

り

ま

す

。

一

λ

て

、

よ

り

多

く

の

実

を

あ

げ

ら

れ

る

一

も

の

を

あ

げ

る

と

、

ま

ず

、

宇

都

宮

地

区

董

門

会

長

ま

た

A

弘

主

め

る

と

と

も

に

、

市

の

開

発

一

マ

昭

和

四

士

一

年

度

一

般

会

計

補

正

予

喜

副

会

長

の

あ

い

さ

足

つ

い

で

;
i
i
;
i
j
j
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役

集

所行

市

発

洲

編

大

六
月
の
納
税

市
県
民
税
一
期

第 136号

40.551 
93 19.421 
女 21.130

世帯数 10・150
(以上は住民登録による)

面積 240.93平方
キロメートノレ

4月末市の人口

口

屠

、、，，，
4
1
a
-

a
F
，、、

メ

体育館の復旧きまる
く〉

完全給食も

b ひ.6.. = 議

中学校の

市伊jく定

新谷中

料
五
十
万
円
、
将
来
計
算
事
務
委
託
一
軍
暴
露
な
う
県
量
寄
金
↑
水
泳
プ
l
会
建
設
す
る
た
め
に
、
一
ろ
、
昨
年
に
つ
づ
い
て
い
ぜ
ん
道
路
の
一
が
水
に
統
し
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
主
く
と
き
は
、
必
ず
幼
児
の
手
を

を
行
な
っ
た
め
の
護
軍
基
セ
一
亘
二
十
三
万
一
千
円
、
車
独
市
道
関
係
者
で
委
員
会
義
け
、
よ
り
よ
一
補
修
整
備
関
係
に
書
さ
れ
て
い
る
の
一
水
灘
区
子
、
と
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
一
ひ
い
て
き
。

ン
タ
l
出
資
金
百
万
円
、
財
産
処
分
一
貫
工
事
費
百
九
十
万
円
、
肱
川
可
一
い
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
で
一
が
め
だ
ち
、
農
林
道
の
改
修
促
進
、
教
下
も
の
で
す
が
、
危
険
も
そ
毎
年
百
子
ど
も
の
春
場
所
還
っ
て
お

管
重
二
百
十
万
四
千
円
児
童
館
一
動
集
止
工
事
委
託
料
七
百
万
円
、
一
す
。
一
育
施
設
の
撃
を
と
っ
.
つ
い
て
い
ま
一
雲
し
い
犠
書
置
し
て
お
り
ま
す
一
く

運
営
費
八
十
二
万
八
千
円
、
妻
園
一
消
防
護
憲
修
工
事
費
六
十
万
円
可
学
校
給
食
首
調
理
場
設
置
条
例
の
一
す
。
一
事
故
の
お
も
な
原
因
と
し
て
は
、
一
幼
児
に
と
っ
て
は
、
浅
い
詰
や
み

設
置
運
営
費
補
助
九
十
九
万
八
千
円
一
教
育
研
究
指
定
校
大
量
百
四
十
万
二
部
改
正
!
こ
れ
ま
で
完
全
給
食
で
一
そ
の
お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
一

O
幼
児
が
ひ
と
り
歩
き
し
て
、
事
一
ぞ
で
も
危
険
な
の
で
注
意
す
る
。

菅
田
火
葬
場
復
旧
費
一
干
五
万
円
、
一
円
、
一
向
久
米
小
学
校
水
泳
プ
ー
ル
建
一
な
か
っ
た
川
下
寝
室
末
、
上
一
と
お
り
で
す
。
一
用
水
明
野
つ
ぼ
な
ど
に
落
ち
込
ん
志
野
井
戸
車
つ
ぼ
、
貯
水
を
つ
な

大
洲
病
院
会
計
再
建
計
画
補
助
金
二
設
費
五
百
二
十
九
万
円
、
新
谷
中
学
一
須
戒
小
、
大
洲
東
、
上
須
戒
中
)
を
一
マ
道
路
の
補
修
撃
傭
マ
農
林
道
の
一
改
一
で
u

一
ど
に
は
、
必
ず
プ
タ
や
サ
ク
を
設
け

千
八
百
九
十
万
五
千
円
、
重
振
興
一
校
体
育
館
火
災
復
旧
事
業
費
二
王
一
奇
襲
撃
共
同
調
理
場
の
包
轄
一
修
促
進
マ
警
護
の
改
修
マ
文
書
一

O
水
辺
で
選
ん
で
い
る
っ
ち
に
量
一
る
。

事
業
主
十
万
円
、
お
は
な
は
ん
放
百
八
十
八
互
一
一
千
円
一
校
に
入
空
間
小
中
学
校
阜
市
一
の
送
華
字
通
工
業
の
振
興
策
一
す
さ
し
丈
水
中
に
落
ち
込
ん
だ
石
海
岸
ぞ
い
の
道
路
や
防
護
、
船

送
記
念
事
業
費
追
加
百
十
二
万
八
千
一
マ
新
谷
中
学
校
体
育
館
と
南
久
米
小
学
一
番
奪
実
施
す
る
も
の
で
す
。
一
日
号
室
労
働
者
の
他
県
流
出
一

O
水
泳
中
、
深
み
に
は
い
っ
て
お
ぽ
一
震
な
ど
で
は
、
小
さ
い
子
去
を

円
、
八
多
重
量
道
踏
切
廃
止
に
一
校
水
泳
プ
ー
ル
建
設
委
員
会
条
例
l
一
す
で
に
四
校
へ
の
給
食
ば
五
月
十
五
一
防
止
策
マ
住
民
の
異
動
事
項
の
連
絡
一
れ
た
。
一
遊
ば
せ
な
い
。

生
つ
付
替
工
事
費
百
十
五
万
円
、
一
新
谷
中
学
校
体
育
館
の
復
旧
建
設
と
一
日
か
存
な
っ
て
い
ま
す
。
一
を
密
に
マ
遊
説
の
設
置
マ
小
規
模
一
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
百
子
ど
も
を
ひ
と
り
で
水
泳
に
行
か

乙

ん

ど

あ

ら

た

に

南

久

米

小

学

校

に

望

地

の

助

成

V
献
血
運
動
の
全
面
愛
媛
県
下
の
昭
和
四
士
宮
の
子
せ
な
い
。

参
加
マ
駐
車
場
の
設
置
マ
納
税
組
合
一
ど
も

ω水
の
事
故
(
五
月
i
八
月
)
は
一
小
さ
い
子
ど
も
の
水
害
に
は
、
必

の
奨
励
金
マ
し
い
た
け
栽
培
振
興
策
一
発
生
手
一
君
主
、
死
亡
一
干
四
一
ず
お
と
な
が
付
暴
っ
。

マ
浸
水
害
の
一
排
水
対
尊
重
ヵ
一
人
、
救
助
二
十
八
人
と
な
ぞ
号
、
石
水
泳
に
適
さ
な
い
場
所
や
危
険
区

所
の
排
除
指
導
マ
農
業
一
共
済
の
霊
今
年
も
五
月
十
日
ま
で
に
士
二
人
の
子
一
君
、
立
札
や
標
識
な
ど
を
立
て
て

反
収
に
よ
る
格
差
是
f
j
i
l
l

一
ど
も
が
幼
い
生
命
を
な
く
し
て
お
り
、
一
子
ど
も
た
ち
に
知
ら
せ
る
。

l

i

l

-

-

と
く
に
五
月
一
日
i
十
日
ま
で
の
十
日
一
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

ひ
と
り
歩
き
一
間
に
四
人
が
水
死
し
て
お
り
ま
す
。
一
と
く
に
農
家
主
、
農
繁
期
で
い
そ

F

E

Z
〕
一
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
棄
を
な
く
す
一
が
し
い
時
警
す
が
、
幼
児
か
ら
目
を

さ

セ

ナ

ハ

し

一

ヒ

む

こ

ま

、

一

離

さ

な

い

よ

う

じ

?

っ

ぷ

ん

、

注

意

し

て

j

j

一

子
ど
も
の
水
の
事
故
一
①
幼
児
を
ひ
と
り
歩
き
さ
せ
な
い
。
一
く
だ
さ
い
。

防

止

一

海

岸

や

川

ぞ

い

の

導

管

?

と

き

や

一

水

の

事

故

か

bzJど
も
た
ち
伊
守
る

暑
く
な
る
に
つ
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
一
泊
、
用
語
、
野
つ
ぼ
な
ど
の
近
〈
吾
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
、
地
域
全

体
で
協
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

算
l
追
加

ω総
額
は
一
億
三
百
四
十

八
万
九
千
円
(
あ
わ
せ
て
予
算
総
額

は
七
億
カ
千
九
十
八
万
二
千
円
と
な

る
)
そ
の
っ
ち
お
も
な
も
の
は

文
書
の
浄
書
・
印
刷
業
務
委
託
料
i

百
六
十
万
円
、
電
話
交
換
業
務
委
託

• 

市政に対する意見交換や要霊を出す地区長総会

(大洲公会堂で)

あ
ら
わ
れ
ま
す
。

乱
費
グ
セ
は
、
授
業
創
や
学
用
品

し
あ
わ
せ
を
わ
が
子
に
竺

す
る
。
乱
暴
な
こ
と
ば
や
ヤ
ク
ザ
風
な
言

マ
ハ
デ
な
服
装
や
イ
カ
レ
タ
か
っ
こ

う不
良
化
は
、
す
ぐ
に
服
装
や
髪
型

)
化
粧
な
ど
に
あ
ら
わ
れ

作
て
き
ま
す
。

'L

た
ん
に
、
オ
シ
ャ
レ
、

ま
流
行
だ
か
ら
-
と
、
無
関

め
心
で
い
る
の
は
危
険
で

の

す

。

{
汀
ハ
デ
な
服
装
や
イ
カ

非
レ
タ
か
っ
乙
う
を
し
て

い
る
と
、
不
良
に
ね
ら
わ
れ
や
す
く

ヒ
ド
イ
め
に
あ
わ
さ
れ
る
例
が
あ
り

ま
す
。

マ
か
わ
っ
た
持
ち
も
の

借
り
た
り
、
交
換
し
た
り
し
て
、

他
人
の
も
の
が
や
た
ら
に
持
っ
て
い

る。
家
で
買
っ
て
や
ら
な
い
も
の
が
持

っ
て
い
る
。

い
か
が
わ
し
い
写
真
や
本
を
持
っ

て
い
る
。
チ
ェ
ー
ン
や
刃
物
伊
持
ち
歩
い
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
こ
と
も
非
行
に
つ
な

が
り
ま
す
。

反抗

こずかいも無計画に

lととご

マ
乱
費
グ
セ
、
家
財
持
ち
出
し

乱
費
グ
セ
は

い
ま
ま
で
た
り
て
い
た
こ
ず
か
い

で
は
、
た
り
な
く
な
っ
た
と
き
、

あ
た
え
ら
れ
た
乙
ず
か
い
が
無
計

画
に
つ
か
っ
て
い
る
と
き
。

お
金
の
か
か
る
つ
き
あ
い
を
し
て

い
る
と
き
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
-
な
形
で

ER1 
葉
伊
使
う
。

乙
と
さ
ら
に
肩
を
い
か
ら
せ
た
り
〕

ガ
ニ
マ
タ
で
歩
い
た
り
す
る
。

こ
の
よ
T

つ
な
こ
と
は
、
思
春
期
の

い
ぜ
ん
道
路
に
集
中

地

区

長

総

会

で

要

望

の

個

室

十

五

三

平

野

公

民

館

も

一

市

長

は

渡

米

中

一

窒

同

人

)

を

備

一

一

委

し

た

。

一

落

成

一

ホ

ノ

ル

ル

市

で

聞

か

れ

る

ア

メ

弟

乙
の
ほ
か
、
静
一
市
が
昨
年
末
か
ら
す
す
め
て
い
た
平
一
合
衆
国
市
長
会
総
会
に
参
加
す
る
使
節

養
室
、
寝
室
、
一
繁
昌
館
の
増
改
築
工
事
は
、
こ
の
ほ
一
団
の
一
員
と
し
て
、
回
会
議
に
出
席
す

一
ど
完
成
し
た
の
で
、
七
日
に
市
と
地
元
一
る
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
カ
ナ
ダ

調

理

室

、

応

接

宅

一

一

l

i

関
孫
者
ら
多
数
一
重
要
を
あ
げ
ま
し
一
の
都
市
事
情
、
そ
れ
に
モ
ン
ト
y
オ
i

食

堂

、

浴

室

な

ど

子

。

↑

一

ゃ

ん

一

ル

万

困

博

覧

会

を

視

察

す

る

た

め

村

上

も

あ

り

、

常

時

十

一

一

一
乙
の
工
事
は
、
新
築
百
八
十
一
一
半
万
一
市
長
は
十
六
日
、
日
航
機
で
渡
米
し
ま

二

人

の

員

が

救

護

一

一

一
メ
ー
ト
ル
に
、
連
絡
所
三
二
ニ
平
方
メ
一
し
た
。
七
月
十
日
乙
ろ
帰
洲
の
予
定
で

ん

あ

た

っ

て

い

ま

一

一

-
o

一l
ト
ル
の
内
部
改
造
を
行
な
っ
て
、
講
一
す
。

コ
一
座
用
和
室
、
学
習
室
、
会
議
室
、
図
書
一

1
1
1
1
1
I
1
1
i

県
下
で
も
松
山
一
室
、
望
書
室
、
事
務
室
な
ど
の
施
一
商
業
統
計
の
結
果

市
に
つ
い
立
一
空
設
主
語
、
学
習
や
実
羽
田
に
必
要
な
設
一
(
削
年

7
月
)

自

の

施

設

で

、

工

菅

わ

充

実

し

ま

し

た

。

一

(

大

洲

市

)

き
っ
ち
一
手
万
一
章
第
地
域
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
一
商
居
数
常
時
従
業
者
数
人
-

円
は
年
直
ハ
岡
キ
一
ー
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
一
総
数
八
五
三
二
、
一
三
七
一

マ

不

良

と

の

つ

き

あ

い

配

分

金

、

残

り

を

一

す

る

た

め

に

は

、

施

設

設

備

の

整

備

充

一

O
一

般

卸

売

業

一

ク
朱
に
ま
じ
わ
れ
ば
赤
く
な
る

4

R

r

負
拐
、
入
居
一
実
が
前
提
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
平
野
公
一
五
O

一九
O

一

と

い

わ

れ

ま

す

。

に

出

世

す

る

費

用

は

一

民

館

は

連

絡

所

に

併

設

さ

抗

て

い

る

た

一

O
各

種

商

品

小

売

業

一

一

一

一

二

九

一

ワ

す

の

は

、

し

っ

か

り

し

て

い

生

活

保

護

費

(

一

一

め

に

、

学

習

や

実

習

に

利

用

で

き

る

施

一

一

一

一

O
織
物
、
衣
服
身
の
ま
わ
り
品
小
売
業
一

る
か
ら
、
と
安
心
し
て
、
と
も
だ
ち
昨
年
事
長
大
洲
に
建
設
し
て
い
一
人
七
壬
宣
ハ
十
五
円
)
で
そ
の
ほ
と
↑
設
が
な
く
、
あ
る
と
き
は
学
校
や
農
協
一
二
七
二
九
九
.

の
乙
と
を
知
ら
ず
に
い
る
の
は
問
題
一
た
、
事
障
害
者
の
収
容
施
設
主
宰
楽
園
一
ん
長
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
一
ァ
雇
用
す
る
な
ど
不
便
で
、
運
営
も
困
一
O
飲
食
草
小
売
業

で
す
。

7
は
こ
の
ほ
ど
完
成
、
五
喜
平
日
落
一
ま
た
、
入
居
希
望
者
も
南
予
で
は
じ
一
難
な
た
め
公
民
館
建
設
に
は
地
元
民
の
一
一
一
一
一
一
五
九
二

マ
ひ
と
り
で
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
一
成
式
を
し
ま
し
た
。
一
め
て
の
施
設
と
あ
っ
て
百
入
学
越
え
た
一
強
い
要
望
が
だ
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
一

O
自
転
車
、
荷
車
小
売
業

ば
か
り
い
る
。
一
乙
の
施
設
は
心
身
障
害
の
た
め
日
常
一
が
、
選
考
で
盟
主
人
が
す
で
に
は
い
一
新
会
民
館
の
完
成
に
よ
っ
て
、
青
年
一
一
豆
盟
ハ

ク
チ
の
子
は
、
ま
じ
め
に
勉
強
ば
一
器
用
に
不
自
由
な
十
八
歳
以
上
一
り
、
あ
と
も
つ
，
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
一
学
級
、
婦
人
学
級
な
ど
の
学
習
活
動
や
一

O
家
具
、
建
具
、
什
器
小
売
業

か
り
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
ま
え
に
一

ι
救
済
す
る
社
会
福
祉
施
設
で
一
に
し
て
い
ま
す
。
一
婦
人
会
、
青
年
団
を
は
じ
め
、
地
区
の
一
六
七
一
一
一
一
一
一

一

一

一

一

O
そ
の
他
の
坐
薬

軽

量

め

て

み

る

こ

と

も

必

要

で

一

手

四

百

五

十

万

円

、

鉄

筋

コ

一

一

各

種

団

体

の

活

動

に

も

大

い

に

活

用

さ

一

一

五

一

て

よ

三

十

九

平

一

一

れ

て

、

地

域

の

生

活

文

化

の

向

上

に

役

一

O
飲
食
后

十

人

収

容

一

一

立

つ

も

の

と

期

待

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

一

一

二

九

心身障害者60人を収容する幸楽園

乙
ろ
の
第
二
の
反
抗
期
と
い
わ
れ
ま

す
。
親
の
理
解
が
え
ら
れ
な
い
た
め

に
お
こ
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん。
し
か
し
、
異
常
な
場
合
は
注
音
節

必
要
で
す
。

か
幸
楽
園
グ
で

き

る

県
下
で
二
番
目
の
救
護
施
設

四
二
四

一
一
六
五



(2) 

wv

一
日
の
ア
ユ
解
禁
と
と
も
に
肱
川
名
物
の
H

ヲ
飼
い
μ

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

A

V

日
も
だ
い
ぶ
ん
落
ち
た
乙
ろ
、
肱
川
橋
上
流
で
安
全
を
祈
る
H

ワ
飼
い
開
き
H

の
神
事
が
行
な
ム

V

わ
れ
、
ュ
ワ
ヤ
ミ
せ
ま
る
こ
ろ
か
ら
川
上
で
は
三
十
五
隻
の
ワ
飼
船
が
静
か
に
川
面
を
す
べ
り
ム

wv

は
じ
め
、
ホ
ロ
酔
い
に
歌
も
出
る
こ
ろ
に
は
H
花
火
μ

と
げ
か
が
れ
〆
火
μ

そ
れ
に
、

H

ワ
の
回

A

V

一
一
子
で
一
歳
高
潮
。
空
と
水
と

ωシ
ョ
ー
に
観
客
は
大
よ
ろ
乙
び
で
し
た
。

A
且

客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
皐
え
る
た
め
、
一
旅
館
み
や
げ
B
Tと
の
サ
ー
ビ
ス
改
善

乙
と
し
は
謹
揺
十
隻
の
新
造
や
お
陸
一
に
力
冷
え
れ
、
大
洲
情
緒
を
十
分
た
の

敷
船
の
改
造
充
実
、
水
上
で
の
民
謡
抜
一
し
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す

露
、
ワ
飼
い
観
光
ガ
イ
ド
放
送
の
新
設
一

植
え
て
い
け
な
い

グ
け
し
グ

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
間
賞
用
ま
た
は
-
も
し
「
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
」

一
種
子
を
撮
る
目
的
で
H

け
し
υ
を
植
え
一
を
発
兎
し
た
と
き
は
、
も
よ
り
の
保
健
十

一
て
い
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
一
所
。
警
察
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
一

一
「
け
し
」
は
病
気
の
治
療
に
必
要
な
一
「
植
え
て
わ
る
い
け
し
」
一

一
麻
薬
の
原
刺
に
な
る
植
物
で
す
。
栽
培
一
こ
の
穏
の
け
し
を
培
え
る
と
あ
へ
ん
一

昨
年
に
つ
づ
い
て
全
日
的
に
知
ら
れ
一
度
見
ょ
う
と
、
訪
れ
る
県
内
外
の
観
光
一
は
す
で
に
九
百
七
十
隻
(
船
)
、
一
万
一
す
る
に
は
、
厚
生
大
F
が
指
定
し
た
地
一
法
に
よ
り
出
せ
ら
れ
ま
す
。
一

一

一

一

ふ

る

っ

て

応

募

し

て

ぐ

だ

さ

い

。

た
H
温
泉
と
お
は
な
は
ん
の
町

μ
を
一
一
存
は
数
多
く
、

H
ヲ
飼
い

μ
D予
約
客
一
人
を
超
え
る
盛
況
さ
で
、
十
一
年
目
を
一
域
で
免
許
を
受
け
た
人
で
な
け
れ
ば
な
一
(
見
分
け
方
)
一

一

一

一

一

募

集

要

領

一迎
r

え
た
観
光
ワ
飼
い
も
よ
う
や
く
地
に
一
り
ま
せ
ん
が
、
安
媛
県
は
指
定
地
域
に
一

O
立
は
無
毛
で
あ
る
。
あ
っ
て
も
権
め

一

一

一

一

マ

採

用

人

員

約

二

十

人

一
つ
い
て
き
た
よ
つ
で
す
。
一
な
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
本
も
他
え
一
て
少
な
く
白
っ
ぽ
い
緑
色
で
あ
る
。
一

一

一

一

マ

受

験

資

格

一
市
と
観
光
協
会
で
は
、
乙
つ
し
た
観
一
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
(
リ
タ
キ
が
太
く
、
し
っ
か
り
し
て
い
る
一

一

一

高

等

学

校

卒

業

程

度

の

学

力

を

有

神

一

O
葉
は
全
体
に
上
の
方
ま
で
つ
い
て
お
一

一

一

ず

る

昭

一

川

十

六

年

同

月

二

日

か

ら

の

一

り

、

大

き

な

長

橋

円

形

で

、

ふ

ち

一

き

一

一

田

和

一

一

十

四

年

同

月

一

日

ま

で

に

開

一

の

切

れ

込

み

が

浅

い

。

一

一

一

生

ま

れ

た

山

康

な

明

子

↑

0
也
君
は
無
柄
で
、
つ
一
け
恨
が
茎
一
を
抱
き
-

飼

一

一

マ

受

付

期

日

六

且

二

十

日

(

ふ

れ

)

ウ

一

込

ん

で

い

ゐ

。

一

一

一

マ

試

験

日

時

な

ど

て

一

(

)

花

の

白

は

白

@

判

。

紫

で

、

一

重

一

二

つ

一

一

第

一

次

試

験

斤

-

八

重

咲

が

あ

る

。

一

一

l

i

l

-

-

一
七
月
九
日
(
日
)
四
条
市
、
他
山

を

一

一

全

一

一

市

、

宇

和

島

市

川

で

、

七

月

下

旬

発

時

一

警

察

官

募

集

一

表

。

八

町

一

一

第

二

次

試

験

時

月

一

受

俊

足

一

察

本

部

で

は

、

こ

と

し

の

一

第

一

次

試

験

合

格

者

発

表

の

際

に

4

一
十
月
に
採
用
す
る
警
察
官
奈
の
要
領
一
お
知
ら
せ
主
す
。
八
月
占
発

明
J

一

募

集

し

て

い

ま

す

。

一

表

。

大
学
、
短
大
ホ
業
者
は
、
給
与
、
教
一
詳
網
は
、
も
よ
り
の
告
祭
器
ま
た
は

育
、
昇
給
な
ど
で
優
遇
し
ま
ず
か
ら
、
一
派
出
所
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ヨ足、第 13 6号

(12人乗 1隻)
Bコース…少彦名神社~城山下(3 I時間半)

料金 3.300円
うち遊覧料 1.800円
ヲ飼 *'1 1.500円

。夜間遊覧船(乗合船)の用意もあります。

1隻 (12人乗)
区間一油屋附近~城山下

料金 2.000円
延長時聞は、|時間200円

(大型座敷船 30人乗)
油屋下附近(3時間〕

料金 3.500円
延長時間は |時間 500円

8月 3 日 ~4 日の花火大会当日は、ワ飼料
1.000円を特別料金として加算します。

日

水

名

物

W
M
υ

・

日
μ
h
H

F

、，9ノ

の

2 5 

餌

は

る

1I 

じ

ま

ウ

11 

受

け

入

れ

態

勢

も

じ

ゅ

う

ぶ

ん

A 
:ilZ 料飼ウ

ぷおおおおおお
S
Sお
お
お
お
お
お
お
還
さ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ

一
ズ
ン
に
備
え
て
、
力
、
ハ
エ
に
た
い
し

再開
1
戸
す
歪
ご
い
見
、
全
当
主
語
砕
阿
叫
一
て
の
薬
剤
の
散
布
や
家
の
内
、
外
の
清

器
全
域
/
距

4
2季
万

一

掃

な

ど

室

電

行

な

い

、

こ

れ

ま

で

一
た
い
へ
ん
よ
い
成
績
が
あ
げ
て
い
ま
す

ヵ

。

ハ

エ

退

治

で

模

援

演

習

一

シ

ー

ズ

ン

を

辺

え

て

、

当

地

ば

で

の

一
模
擬
山
岡
田
円
を
実
地
に
見
聞
し
、
間
ぐ
る

県
下
の
各
保
他
所
と
市
町
村
の
防
疫
演
習
に
軒
似
合
環
境
衛
生
実
践
会
も
参
加
一
み
の
カ
・
ハ
エ
司
法
的
を
し
よ
う
と
み
ん

関
係
者
を
あ
つ
め
て
十
九
日
守
b
二
十
一
し
て
、
新
し
い
防
疫
の
知
識
を
高
め
る
一
な
大
ハ
リ
キ
リ
。

一
日
ま
で
、
県
主
催
の
防
長
一
語
宗
柚
一
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
み
な
さ
ん
の
と
家
庭
で
も
、
家
絞
り
七

木
の
臥
程
苑
ほ
か
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
一
い
つ
も
健
康
で
、
明
る
く
住
み
よ
い
↑
ろ
っ
て
他
民
で
間
る
い
生
活
生
寸
る
た

最
終
日
に
は
参
加
し
た
防
疫
関
係
者
一
環
境
を
つ
く
る
っ
と
、
新
谷
地
区
で
は
一
め
、
と
れ
か
ら
発
生
す
る
伝
染
病
の
子

全
員
に
よ
っ
て
、
新
谷
地
氏
一
で
防
疫
の
一
数
年
前
か
ら
町
ぐ
る
み
の
環
境
衛
生
実
一
防
に
は
、
い
っ
そ
う
の
注
志
を
お
願
い

模
擬
演
習
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
と
の
一
践
会
が
活
躍
、
と
く
に
伝
染
病
の
シ
l
一
し
た
小
も
の
で
す
。

諸説
、夕、
元九J

孝説を最も単的に筆跡に現わされた書

(35) 

大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

中

江

藤

樹

筆

孝

字

釈

一

幅

所

有

者

大

洲

井

関

佳

子

氏

(
昭
和
制
年
川
月

3
日
指
定
)

古
仇

1

レ

ょ

。

目日

γ
」

」

1
品

、

必

ず

手

を

洗

つ

食

事

の

喜
多
一
幼
稚
問

7
月

ロ

日

一

日
時
叩

1
日

時

一

大

川

会

会

栄

夕

日

日

一

O
該
当
者
満
一
二
歳
以
上
で
希
望
す
る
十

タ

一

者

一

平
小
学
校
夕
日
日
一
の
料
金
初
町
三
百
円
、
追
加
百
五
一

ク

一

十

円

(

一

回

皮

下

に

一

c

大

竹

集

会

所

仕

抗

日

一

C
注
射
)

hui日
尚

一

O

日
程

旧
宇
油
開
分
校
ム
ゲ
お
日
一
吉
[
多
保
育
所
7
月
刊
巳
、
打
日

ク

一

日

時

m
l
M
H時
叩

菅

田

連

絡

所

ヂ

お

日

一

久

米

小

学

校

7

月

日

日

1

5
子

-

3

、
O
L
U

1よ
4
J
1
4
は

仲

一

1

1

q

け

可
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大

成

長

民

館

夕

刊

日

一

7

月

日

日

3
3
一

r

一

日

、

o
i
4
、
o

u
l日
可

一

1

3

1

1

3

坊

屋

敷

ク

凶

日

一

一

再

多

効

肝

園

7
月
ロ
日

9
、
ω
i
H
時

一

日

、

初

1
日

(

竹

内

野

館

会

所

ク

ぬ

日

一

7

月

刊

日

日

一

q
u

、ハ
U
l
l
d

吐、ハリ

ヂ

一

1

3

4

1

1

3

成

川

会

民

館

ク

初

日

一

大

洲

公

会

堂

7

月

日

日

1

1

戸

一

3
、
o
i
i
'
5

u
l日
壮

大

一

1

3

1

柳

沢

【

公

民

館

ク

幻

日
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7

月

初

日

3
、
0
5
手
一

3
、
ゅ
ー
は
、
川

1

3

1

1

E

一

:
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日

処

公

民

館

ヂ

お

日

一

平

小

学

校

古

川

1
5

ヂ

一

1

3

1

三

善

連

絡

所

ヂ

四

日

-

1

円

叫

日

‘

)

久
米
小
学
校

7
月
日
日

ω
1日
時

一

日

、

反

i
l
l
l沢

日
時
ぬ
l
u時
一

草

地

上

〔

寸

館

7

月

日

日

ロ

日

q
ミ
b
父
N
S
R
ο
倫
明
必
司
h
u
wむ
首
、
対
ぷ
。
父
附
q
h関
以
凶
明
将
ぷ
虫
、
、
日
え
ぬ
愉
回
附
司
司
、
S
2
G尽ふ
A
Y
恥
刷
、
h
q
h刷
突
の
む
父
ぷ
む
叉
ぶ
胤
w
q
h
u
R
M
F父
V
Q
Xぷ
。
山
、
h
U
M
M
Z
U父
ぷ
や
父
ぶ
内
、
h

ち
一
大
地
の
道
理
に
よ
っ
て
人
問
も
真
相
川
に
も
人
に
も
変
放
の
一
討
を
尽
す
よ

人
間
に
な
り
、
万
物
も
そ
の
性
能
を
う
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

会
ぐ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
心
と
主
円
か
れ
て
お
り
ま
す
。

を
各
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
先
生
の
生
涯
か
貫
い
た
根
木
精
柿

っ
て
い
る
の
に
そ
の
貴
い
も
の
を
持
は
示
の
忠
怨
で
あ
り
一
、
半
は
広
大
無

っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
い
る
辺
の
前
俗
で
あ
っ
て
万
事
万
物
の
う

そ
こ
で
苦
の
聖
一
人
が
こ
れ
そ
わ
か
ち
に
孝
の
道
理
の
そ
な
わ
ら
ぬ
も
の

は
な
い
、
と
い
う
藤
樹

先
生
の
孝
説
を
最
も
尚
早

的
に
力
強
く
筆
跡
の
上

る

に

現

わ

さ

れ

て

い

る

の

が
乙
の
書
で
す
こ
の
地

方
に
残
っ
て
い
る
先
空
造
現
中
で
も

こ
の
学
の
一
字
が
最
大
の
文
字
で
、

ま
た
出
来
栄
-
え
も
立
派
で
先
生
の
全

人
格
が
に
じ
み
出
て
お
り
ま
す
。

紙十
A

で
縦
四
五
。
五
糎
、
横
五
六
@

五
釈
で
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
日
程

日
本
の
名
菓
(
鈴
木
宗
康
)

駅
弁
旅
行
(
石
井
出
雄
)

ペ
ッ
ト
(
牧
野
信
司
)

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
l
(石
倉
山
立
)

世
界
の
詩
集
ゲ
l
テ
(
手
塚
富
雄
訳
)

世
界
の
詩
集
ヘ
ッ
セ
(
片
山
敏
彦
訳
)

日
本
詩
人
全
集
7

(
北
原
白
秩
)

日
本
詩
人
全
集
初
(
宮
沢
賢
治
)

日
本
書
紀
上
(
坂
太
太
郎
的
)

小
泉
信
三
全
集
1
(
小
泉
信
三
)

東
洋
の
歴
史
7
(
回
村
実
造
)

人
生
の
本
7
(
亀
井
・
白
井
)

原
色
百
本
の
美
術
日
障
扉
閏

中
門
今
の
日
本
人
の
中
で
教
育
者
の

第
一
人
者
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
詑

れ
も
が
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
中
江

藤
樹
先
生
の
名
を
挙
げ
ま
す
。
そ
し

て
勝
樹
先
生
と
云
え
ば
孝
を
、
孝
と

云
え
ば
際
樹
先
生
役
心
に
浮
べ
ま
す

先
皇
は
そ
れ
程
に
学
説
に
お
い
て
も

円
常
生
活
に
お
い
て
も

百

徹

し

た

人

で

あ

り

愛

と

敬

を

も

つ

ま
し
た
。と

の

君

主

主

接

の
解
釈
を
短
文
中
に
要

約
さ
れ
た
も
の
で
、
文
京
は
、
「
孝

は
天
地
の
道
理
を
行
な
う
乙
と
で
あ

り
、
天
地
の
道
理
は
太
極
で
あ
り
、

人
間
の
心
で
あ
る
。
乙
れ
を
放
て
ば

六
合
f

天
地
四
万
)
に
満
ち
、
こ
れ

か
巻
け
ば
せ
ま
い
と
こ
ろ
(
頭
の
中

)
に
は
い
っ
て
し
ま
う
。
と
の
孝
則

す

り
や
す
く
孝
と
は
却
に
対
し
仕
の
人

に
対
し
去
と
敬
を
も
っ
て
出
世
す
る
こ

と
、
乙
れ
に
詩
涜
に
間
し
み
深
く
す

る
ζ
と
が
大
切
だ
と
戒
め
ら
れ
た
。

臆
と
孝
と
は
反
対
な
も
の
で
踊
れ
ば

不
孝
と
な
り
照
ら
な
け
れ
ば
学
と
な

る
。
人
の
子
た
る
も
の
常
に
戒
め
て

大
学
受
磁
の
)
ム
イ
ス
(
野
見
)

日
本
史
の
英
雄
そ
の
時
臨
劇
的
な
死

(
原
田
伴
彦
)

ど
ろ
ん
こ
(
邦
光
史
郎
)

う
ど
ん
(
梅
林
貴
久
生
)

乙
れ
が
青
春
だ
(
須
崎
勝
弥
〕

悪
源
太
奮
戦
(
南
条
範
夫
)

関
が
原
の
鬼
火
(
泰
山
哲
之
)

女
と
味
噌
汁
(
平
岩
弓
校
)

虹

(

伊

藤

整

)

喜
び
も
悲
し
み
も
(
家
の
光
協
会
)

非
行
少
年
(
山
本
克
己
)

関
ケ
原
合
戦
前
後
(
原
田
伴
彦
)

日
本
脳
炎
予
防
接
種

て

歴
史
小
説
の
旅
(
亀
井
勝
一
郎
)

源
氏
物
語
の
旅
(
吉
田
精
一
)

江
戸
の
犯
税
帳
(
樋
口
秀
統
)

名
将
-
一
二
口
行
鉱
1
@
3
(
岡
谷
繁
美
)

関
ケ
原
役
(
松
好
貞
夫
)

日
本
の
戦
歴
(
信
日
新
聞
社
)

昭
和
の
宰
相
(
有
竹
修
二
)

可
能
性
に
生
き
る
(
斎
藤
一
号
待
)

悲
劇
の
南
雲
中
将
(
松
島
屋
ニ
)

原
色
。
自
然
手
帖
野
鳥

ル

ソ

昆

虫

伊

野

の

花

マ
ピ
ニ
ル
の
水
遊
び
道
具
。
ピ
ニ

l

ル
製
の
浮
き
輪
や
ボ
ト
は
救
命
具

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ち
ば
ん
心
配

な
の
は
空
気
も
れ
で
す
。
砂
浜
や
川

原
な
ど
で
引
っ
ぱ
る
と
傷
が
つ
き
や

す
く
、
知
ら
ず
に
乗
っ
て
悲
劇
を
お

ζ
さ
ぬ
よ
う
十
分
注
志
し
ま
し
ょ
う

ビ
ニ
ー
ル
裂
の
水
遊
び
道
具
は
寿
命

は
一
年
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
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平
野
連
絡
所
7
月
6
日
、
日
日

宇
湾
集
会
所
7
月
日
日
、
川
口
日

3
、
i
日

菅
田
連
絡
所
7
月
口
目
、

ω日

ん
ゲ

大
竹
集
会
所
7
月
ロ
日
、
引
日

q
J

、
，
t
t

寸

l
ム

〆

1、J414

新
谷
公
民
館
7
月
3
日
、
日
日

q
u

、ハ
U
F
h
4
A

、八リ

1

i

q

J

1

7
ム

ηο

喜
多
山
小
学
校
7
月
6
目
、
日
日

夕

八
多
喜
公
同
館
7
月
ロ
日
、
日
日

3
、
0
♂

L
D

1
3
!
1
 

上
演
戒
診
原
所
7
月
日
目
、
げ
日

ん
γ

広

報

の

し

お

り

口
こ
ろ
も
が
え

臼
さ
が
目
立
つ
季
節
に
な
り
ま
し
た

な
ん
と
な
く
う

Jtさ
れ
た
臼
の
下
着

類
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
は

通
当
に
漂
内
剤
を
利
用
し
て
さ
っ
ぱ
り

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

合
右
か
ら
一
反
物
へ
、
も
う
す
っ
か
り

こ
ろ
も
が
え
も
す
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
案
外
合
着
の
始
末
は
お
っ
く
う
な

も
の
で
す
。
し
か
し
ほ
っ
て
お
い
て
一
雨

季
に
は
い
〔
て
か
ら
の
始
末
で
は
お
そ

す
ぎ
ま
す
。
防
虫
剤
や
乾
磁
剤
を
入
れ

て
は
目
に
衣
類
箱
や
タ
ジ
ス
に
し
ま
い

ま
し
ょ
う
。

夜
貝
類
も
芝
が
け
の
用
心
が
を
し
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。
日
明
れ
聞
を
み
て
よ

く
日
に
干
し
て
、
か
ぴ
く
さ
い
に
お
い

-

-

-

一

を

と

ば

し

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

マ
つ
ゆ
に
そ
な
え
エ
ア
レ
ビ
の
手
入
れ
一
ス
リ
ブ
パ
な
ど
は
以
手
の
も

ωが
わ

つ
ゆ
に
は
い
っ
て
か
ら
急
に
テ
レ
一
ず
ら
わ
し
く
な
る
季
節
で
す
。
通
風
性

ビ
の
う
つ
け
が
思
ぐ
な
る
こ
と
が
あ
一
の
あ
る
サ
一
一
ブ
リ
ノ
と
し
十
タ
ラ
ン
や
パ
ナ

り

ま

す

。

一

マ

も

の

な

ど

と

取

り

か

え

て

は

い

か

が

っ
ゅ
は
人
間
に
と
っ
て
も
い
や
な
一
で
す
か
。

も
の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
に
と
っ
て
も
一
口
史
富
な
野
君

い
や
な
も
の
で
す
。
一
初
夏
の
味
覚
を
そ
そ
る
野
菜
類
が
安

ア
ン
テ
ア
や
フ
ィ
ー
ダ
ー
が
市
く
一
ノ
¥
由
民
間
に
出
回
っ
て
い
ま
す
。
た
〈
さ

な
っ
て
い
る
と
、
一
雨
が
降
っ
た
と
き
一
ん
召
し
あ
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
キ
ユ
ウ

電
波
孝
つ
ま
く
と
ら
え
ヴ
む
こ
と
が
で
一
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
新
白
菜
、
セ
ロ

き
ず
、
テ
レ
ビ
の
う
つ
り
が
忠
く
な
一
刀
、
一
フ
ヅ
一
キ
ヨ
ワ
な
ど
を
こ
の
み
に
応

る
の
で
す
。
つ
ゆ
に
は
い
る
前
に
古
一
じ
て
、
つ
け
物
に
し
た
り
、
h

ー
で
す
フ

く
な
っ
た
ア
ン
テ
ナ
や
フ
ィ
ー
ダ
一
ダ
に
し
て
食
べ
た
り
、
た
の
し
み
な
も

は
取
り
替
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
一
の
で
す
。

た
一
ア
レ
ピ
の
部
品
は
湿
気
に
弱
い
の
一
一
ブ
w
ノ
キ
つ
一
ワ
を
よ
く
洗
っ
て
一
皮
む

で
す
。
と
ぐ
に
部
品
に
ほ
乙
り
が
た
一
い
て
さ
ら
に
洗
う
と
す
っ
か
り
き
れ
い

ま
っ
て
い
る
と
、
沼
一
気
を
併
び
た
ほ
一
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
巾
惜
し
か
ら
い
く

と
り
を
泊
し
て
電
気
が
流
れ
、
故
障
一
ら
い
の
胤
水
に
一
日
間
浮
か
し
ゃ
っ
け
に
し

を
起
こ
し
ゃ
す
い
の
で
す
。
つ
ゆ
に
一
た
の
は
、
さ
っ
ば
り
し
て
お
い
し
い
も

は
い
る
前
に
テ
レ
ビ
の
内
部
ぞ
掃
除
一
の
で
す
。

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
を
屋
一
く
だ
も
の
は
桜
桃
、
ひ
わ
な
ど
。
フ

外
に
出
し
、
実
ぶ
た
を
あ
け
、
ホ
l
一ル
l
yポ
ン
チ
一
式
に
工
夫
す
る
と
こ
ど

ス
を
電
気
掃
除
機
の
吹
出
口
に
つ
な
一
も
苧
ん
が
大
喜
び
す
る
こ
と
で
し
ょ
う

い
で
ほ
と

η
を
吹
き
飛
ば
す
の
が
二
た
だ
注
志
L
た
い
こ
と
は
、
こ
れ
か

番
よ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
な
一
ら
食
物
が
く
さ
り
や
す
い
こ
と
。
中
毒

い
場
合
、
使
い
ふ
る
し
た
筆
を
よ
く
一
を
お
こ
し
T庁
、
赤
刷
、
チ
フ
ス
の
流

ほ
ぐ
し
、
そ
っ
と
ほ
こ
り
を
頂
り
除
一
行
期
と
な
り
ま
ず
か
ら
促
康
管
理
に
と

き
ま
し
ょ
う
。
一
く
に
日
同
意
し
て
く
だ
さ
い
。


